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第２回真室川町庁舎建設検討委員会【会議録要旨】 

日 時：平成 29年 1月 19日（木）13時 15分～15時 30分 

場 所：役場 3階会議室 

【会議次第】 

１．開  会 

２．あいさつ 

３．協議事項 

 （1）真室川町庁舎建設基本計画素案について 

  ① 基本計画の目的 

  ② 新庁舎の必要性 

  ③ 新庁舎の建設方針 

 （2）その他 

４．閉  会 

 

【委員の出席状況】 

庄司忠美委員長、渡邊一枝副委員長、中村雄造委員、大友又治委員、佐藤勝徳委員、 

 沓澤康平委員、大沢豊国委員、阿部千代子委員、髙橋幸穂委員 

（欠席）井上英一委員 

 

【事務局等の出席状況】 

 佐藤佐幸総務課長、髙橋雅之総務課長補佐、庄司寛美総務課主事 

 

【その他の出席状況】 

 アドバイザー：公益財団法人山形県建築技術センター 

 庄司久一建築課長、菅原 治建築課主査 

 

【傍聴人数】 

 1人 

 

【会議内容】 

 １．事務局（総務課長）の進行で開会 

 

 ２．庄司委員長よりあいさつ 

   「今日は事前に配布している基本計画の素案について、次第にあるように建設方針

の庁舎の規模に関する部分までの協議を予定しております。よろしくお願いします。」 

 

３．協議事項 

（2）その他 
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   委員会の公開・傍聴について、事務局より説明。（追加資料 3） 

【質疑内容】 

（委員長）公開・傍聴の報告内容、傍聴人数の上限については委員長に一任ということで

みなさんよろしいか。 

【 異議なし多数 】 

 

（1）真室川町庁舎建設基本計画素案について 

 ① 基本計画の目的（資料 9 P1） 

   基本計画の目的について、事務局より説明。 

 

② 新庁舎の必要性（資料 9 P2～5） 

   新庁舎の必要性について、事務局より説明。 

 

【質疑内容】 

（委員長）ただいまの計画の目的、新庁舎の必要性について、ご意見等ありませんか。 

【 質疑・意見なし 】 

 

③ 新庁舎の建設方針（資料 9 P6～13） 

1 新庁舎建設の基本理念、2 新庁舎建設の基本方針 

   新庁舎の基本理念、基本方針について、事務局より説明。 

 

【質疑内容】 

（委 員）災害時の避難所の役割を持たせた方が良いと思う。 

（事務局）災害ごとに異なるが、地区としては、地震の場合は中央公民館、水害・洪水の

場合は町民体育館が 2次避難所になっている。町民体育館までは距離もあるので、

庁舎が避難所となれば距離的な安心感が生まれると思う。 

しかし、庁舎は災害時の救援・復旧対策の拠点であり、物資や人員が集まり、

出入りも相当多くなる。一時的に避難することは問題ないだろうが、長期に寝泊

まりする 2 次避難所として活用できるか。スペースを確保できるかは、この計画

の議論の中で検討を進めたい。 

（委 員）庁舎を防災拠点とすることで、備蓄品はどのくらいの規模を想定しているのか。 

（事務局）備蓄品は現在、町民体育館、旧大滝小、釜渕多目的集会施設など町内施設に分

散して保管している。機能や規模でも説明するが、保管庫を庁舎の中に作るので

あればスペースを考慮して検討していく必要がある。 

（委 員）ユニバーサルデザイン導入とはどのようなものか。 

（委 員）ユニバーサルデザインとは、老若男女全ての人が使いやすいようなデザインの

ことである。 

（委 員）「(3)開かれた議会を推進する庁舎」となっているが、今の庁舎でも傍聴はでき

るはず、何が違うのか。 
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（事務局）今の議場は 3階にあり、傍聴の際は農林課側の狭い急な階段を登らなくてはい

けない。傍聴したい様々な方が入りやすい傍聴席のことを指している。 

（委 員）「(5)効率的で経済的な庁舎」の中に組織変更に対応できる庁舎とあるが、他町

村との合併の話と関係があるのか。 

（事務局）27年度に機構改革を行った。今度も組織の見直しや人口減尐による組織縮小な

どが行われる可能性がある。そのような変更に対応しやすい庁舎にしていこうと

いうものである。 

（委員長）その他、質問・意見はありますか。 

【 質疑・意見なし 】 

 

 3 新庁舎に求められる基本的機能 

   新庁舎に求められる基本的機能について、事務局より説明。 

【質疑内容】 

（委 員）執務機能の中で情報システムの操作スペースの確保とあるが、自席のほかにパ

ソコンを操作するスペースを設けるということか。 

     議会機能の中で、議会では議会活性化特別委員会を設置し、視察研修を行いな

がら勉強してきた。多目的な議場の活用については、他市町村でも活用している

ところがあり他の議員も異論がないようだ。その場合、議場設置の準備は誰がす

るのか、机の保管場所はどうするのかといったことが難点として挙げられている。

また、開かれた議会を推進するとのことなので、以前から要望している議会中継

システムをぜひ導入してほしい。 

（事務局）執務室内には職員が自席で操作するパソコンのほかに窓口の証明書発行用など

の個別のシステムが多数あり、その操作スペースを確保するという意味で記載し

た。議場の準備や机等の保管場所については、議論の中に多目的利用の案がある

段階なので、具体的な運用方法は今後決めていくことになる。 

     議会中継システムについては、ご意見として承る。 

（委 員）新庁舎の熱源はどのように考えているのか。オール電化なのか LP ガスにする

のか。町では LPガス協会と災害協定を締結しているので LPガスを利用した災害

対応バルクシステムを検討してはどうか。また、自然エネルギーについても雪エ

ネルギーやチップボイラーなどどういうものの活用を想定しているのか。 

     その他の共用機能のところに喫煙室の記載がないが、喫煙室又は喫煙場所の設

置は検討していないのか。 

（事務局）具体的な熱源については未定である。自然エネルギーの利活用についてはいろ

いろな手法が考えられるが、雪室については現段階では考えていない。雪対策に

ついては、どのように処理するか、消雪の視点で考えている。 

     喫煙室については、現在施設内全面禁煙としており、さらに敷地内全面禁煙の

流れにある。これを踏まえれば、設置は難しく、検討はしていない。エネルギー

関係は基本設計の段階で具体的に議論されることになる。 

（委 員）情報発信機能のところで観光コーナーの記載があるが、スペースが大きくとら
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れやすい部分になる。近隣に森の停車場、中央公民館、資料館、遊楽館など公共

施設が多くあるのに、この部分を強調すると設計で規模が膨らむ可能性があるの

で、個人的には強調しなくていいと思う。 

     自然エネルギーは、いろんな手法があると思うが八峰町の地熱利用は補助金が

ないととても厳しい、湯沢市は様々なものを検討した結果、最終的に重油を選ん

でいる。今後、検討してどのエネルギーが最も良いかを選んでいくことが重要だ

ろう。 

（事務局）観光コーナーと記載しているが、現在のような町の特産品を陳列するスペース

やチラシ設置ができる程度の今と大差ない規模を想定している。 

（委 員）議場を多目的利用する場合に何人が入る規模のものを想定しているのか。 

（事務局）具体的な面積は決まっていないが、何人が入る会議室というよりは基本は議場

でそのスペースを他の目的にも利用していくという視点で、まずは議場に必要な

規模ということで考えていきたい。 

（委 員）今の議場はパワーポイント等を使用できる機能がないので、新庁舎ではそのよ

うな機能を追加したほうがいい。 

（委 員）議会活性化委員会で視察に行った際に他町村の議場も視察してきた。パワーポ

イント機能については確認していないが、町村によって議場の活用もさまざまで

あり多目的に活用しているところもあった。 

（委 員）会議室は何人程度の規模を想定しているのか。 

（事務局）大会議室は 60 ㎡、中会議室は 40 ㎡、小会議室は 20～25 ㎡を想定している。

現庁舎の会議室は、301 会議室が約 60 ㎡、302 会議室が 50 ㎡弱であり、今と同

程度の規模を想定している。近くに中央公民館があるので、会議室利用について

どう区別していくかが必要になってくる。 

（委 員）現庁舎は夜間・休日受付窓口の場所が非常にわかりにくい。戸籍は 24 時間受

付が原則となっているはず。新庁舎では夜間・休日の受付業務がスムーズにいく

ように配慮してほしい。 

（委員長）その他、質問・意見はありますか。 

【 質疑・意見なし 】 

 

 4 新庁舎の配置計画 

   新庁舎の配置計画について、事務局より説明。 

【質疑内容】 

（委 員）中央公民館の図書館機能の充実とあるが、現在、図書館司書は配置しているの

か。 

（事務局）図書館ではなく図書室のため、司書は配置していない。 

（委 員）教育委員会事務局が庁舎に移転後、中央公民館に正職員は配置するのか。 

（事務局）未定である。他市町村の事例にある指定管理者制度の導入などは検討していく

べきことである。指定管理者にすることで利用時間の延長や使いやすい催しもの

などが企画されている例もある。 
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（委 員）教育委員会事務局は全て庁舎に来るのか。それとも公民館を所管している生涯

学習担当は残るのか。 

（事務局）事務局全て移転で想定しているが、移転後の公民館の管理・運営は決まってい

ないが、良好に運営できるよう検討していくことになる。 

（委 員）歴史民俗資料館はこれまでどおり教育委員会管理でいいのか。 

（事務局）教育委員会の所管に変わりない。 

（委員長）その他、質問・意見はありますか。 

【 質疑・意見なし 】 

 

 5 新庁舎の建設規模 

   新庁舎の建設規模について、事務局より説明。 

【質疑内容】 

（委 員）議場の算定面積が 385㎡となっているが、今より大分広くなるのではないか。 

（事務局）今は事務局がいる議員控室を含めて 290㎡ほど。あくまで算定基準による算定

であって実際にそれだけのスペースを議会機能として使うかは別の話である。算

定の中には委員会室も含まれているが、委員会室を会議室として使うのも多目的

利用である。付属面積として会議室の算定は 44 ㎡のため、必然的に委員会室と

会議室を併用して使わせていただくことになるだろう。 

（委 員）算定の中に監査委員室がないが。 

（事務局）国の算定の中にはないが、当然必要なものとして整備していく。庁内の検討で

も監査委員室は必要であるとの意見が出ている。 

（委員長）その他、質問・意見はありますか。 

【 質疑・意見なし 】 

 

（委員長）全体をとおして質問・意見はありませんか。 

（事務局）先ほど説明しました庁舎の基本的機能について、アドバイザーから事例を写真

で用意していただきましたので説明します。 

     事例集について、建設技術センターより説明。 

 

（委員長）ただいまの説明も踏まえて全体をとおして何かありませんか。 

（委 員）規模の中に副町長室が含まれている。現在は不在であるが、今後選任されると

いうことか。 

（事務局）行政組織上は特別職として必要な役職であるため、特別職室として用意すべき

であることから算定に含んでいる。 

（委員長）他に意見等なければ基本計画素案の 1～5までの協議は以上としてよろしいか。 

【 異議なし多数 】 

 

（2）その他 

   次回委員会を 2月 13日（月）13：15～で調整することを確認。 
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（委員長）次回は、6新庁舎建設の位置から 11建設スケジュールまで協議します。 

他に意見がなければ、議事を終了します。 

 

４．閉  会 


